
議員発議案第１号 

医療的ケア児者・重症心身障がい児者への支援充実を求める意見書 

 

 

現在、医療的ケア児者・重症心身障がい児者を含む、障がい者の地域移行が進む中、障

がい者への支援において地域偏在が顕著になっている。特に、入所施設（医療型入所施設・

療養介護）及び短期入所事業所の不足は本県をはじめ全国的な問題である。また、児童と

成人の障害福祉サービスの所管が分かれることにより、18歳で「多様な学びの場」が終了

する。障がい者の生涯学習を実行性のあるものにするためには、さらに継続した支援が必

要である。 

少子高齢化・核家族化が進む中にあって、入所施設は、医療的ケア児者・重症心身障が

い児者の「いのちを守る最後の拠り所」として、その必要性はますます増大し、在宅療養

支援においても、介護家族の負担軽減のみならず、急な事情で介護ができなくなった場合

に、安心して障がい者が過ごせる場所としての短期入所施設の必要性が高くなっている。

このことから、医療的ケア児者・重症心身障がい児者が利用できる入所施設、短期入所事

業所の拡充に向けた施策の強化が必要である。 

よって、国においては、医療的ケア児者・重症心身障がい児者の直面する課題解決のた

め、下記の事項を積極的に推進されるよう強く要望する。 

 
記 

 

１ 短期入所事業所について、積極的な事業への参入促進や経営安定化、また緊急受け入

れのための定員確保に見合ったサービス報酬単価の設定など、事業者のインセンティブ

を高める施策を行うこと。 

 

２ 18歳以降の発達支援について、継続した支援が受け入れられるよう施策を行うこと。 

 

３ 医療的ケア児者・重症心身障がい児者について携わる専門的人材（医師、看護師、介

護士等）の確保と育成のための施策を充実させること。 

 

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 
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